だるま 

くるりと 床の間の 方 を 向いて、 達磨の 絵に むかって 

泥棒 や 泥棒 やと 叫びながら、 ヒ ー ヒ ー と 青い 声 を絞リ 

だして ゐる櫓 雄の 変な 素振り を、 さすがに 母親の 寿 枝 

は を かしい と 思った の だ。 

「二階の 畳が 一枚 もない。 眼鏡 もとられた ご 

そして 櫓 雄 はっと 出て 行く と、 便所に はいり、 

「津波が 来た。 大 津波が 来て 蒲団 〔# 「蒲団」 は 底本で 

さるまた 

は 「薄団 匕 も 畳 もさら はれた。 猿股の 紐が 流れて く 

る ご 

あらぬ こと を 口走りながら ジ^ -1 s -1 と 板の間の 

上へ 放尿した のち、 ふらふらと 二階へ 上る と、 けろ リ 



ぎ、 均衡が 破れた とい ふ 感じが たまらなく 怖くな り、 

何とかして 均衡 を 保た うとして、 本 を 積み重ねて みた 

り、 その上へ ゴ チヤ ゴ チヤと 置いて みたり したが、 そ 

れ でも 防げず、 たまり かねて 飛び出し たの だとい ふ 事 

情 は、 自分で もうまく 言へ なかった し、 言っても 判つ 

て 貰へ ない と 思った の だ。 

その 晚、 圭介は 寿 枝から 話 をき いて、 早発性痴呆症 

だと 苦り切った。 

中学校へ はいった 年の 夏、 兄の 修 一が なに 思った の 

かう ろ *J ん 

か 櫓 雄 を 家の 近くの 香攄 園の 海岸へ 連れ出して、 お前 



がね お前 は 食事の 時間が 永す ぎる と 父の 小言の 通り、 

もぐ もぐ 口 を 動かせて ゐた 最中 ゆ ゑ、 母の 喜び を 一 身 

に 背負った。 しかし それ も 当然 だと、 寿 枝 は、 

「兄さん は 別と して、 お前 は よくよく 父上に 感謝し な 

ければ いけません よご 

その 証拠に、 最初 圭介は 櫓 雄の 入籍 は 反対だった の 

だと、 うかう か 本当の こと を 言った。 

「御馳走 さんご 

それだけ は 言って、 櫓 雄 は バタ バタと 二階へ 上る と 

蠅 たたきで そこら 中 はたき 廻った。 翌日、 一 年 F 組の 

教室で、 櫓 雄 は 教科書の かげで 実に おびただしい 数の 



蠅を 弄 んでゐ たとい ふか どで、 廊下に 立た されて ゐ 

た。 三年 B 組の 教室で は、 修 一は 教科書の かげで 羽太 

鋭 治の 「性の 研究」 を 読んで ゐた。 

櫓 雄が 羽太 鋭 治の その 本 や、 国 木 田 独 歩の 「正直者」、 

モ ー パッ サンの 「女の 一 生」、 森 田 草 平の 「輪廻」 など 

を、 修 一から 読んで みろ と 貸して 貰った の は、 三年 生 

の 時だった。 伏字の 多い それらの 本が、 櫓 雄の 大人 を 

眼覚 し、 女の 体への 好奇心が に はかに ふくれ 上った あ 

る 夜、 修 一 が、 

「おい、 お前に も メッチェン を 世話して やらう かご 

みちみち 

さう 言 つ て 櫓 雄 を香攄 園の 浜 へ 連れ出す 途々 言 ふ の 



暇に なり、 修 一が 頭髪 を 伸ばして 帰って来 ると、 櫓 雄 

は 早速 将棋盤 を 持ち出し たが、 王手 もせぬ うちに 簡単 

に 負けて しま ひ、 あ、 俺 はや はりだめ だと 青くな つた _ 

修 一は 毎日 海岸へ 出て、 相 変らず 女 を 物色して ゐる 

らしかった が、 櫓 雄 は 海水着 を 着た 女は猥 せつ だから 

見る の もい や だと 言って、 一 日中 部屋に 閉ぢ こもり、 

いよいよ 人間 嫌 ひに なった のかと 寿 枝 を やきもき させ 

た。 部屋に 閉ぢ こもって 何 をして ゐる のかと、 こつ そ 

リ伺 ふと、 修 一が 持って 帰った 「カラマ ゾフ 兄弟」 を 

耽読して ゐる らしかった。 櫓 雄に は その 本 はばかに 難 

解だった が、 し かし 櫓 雄 は ミ ー チヤ ゃィヷ ン の 父親に 



ノ 所有者 デ アルガ、 現在 ノ父 ニモ 母ニモ 結核菌 ハ ナイ。 

スル ト俺ハ 現在 ノ 父母 ノ子デ ナイト ィフ 理論 ガ成リ 立 

ッ。 マタ、 俺ノ 眉毛 ャ俺ノ 皮膚 ハ レプラ ニナ ル 可能 ガ 

アル。 シ カルニ 現在 ノ 父母 ハ レプラ デハ ナイ。 俺ハ誰 

ノ子デ アル カ教へ テク レ。 俺 ハコ ノ 疑問 ヲ抱ィ テ死ヌ 

ノダ" 

俺ハ 北畠ノ 霊媒 研究所へ 行 ッテ、 十 円 出シテ 霊媒 シ 

テ貰 ッタ。 ソノ 結果、 俺ハ 双生児 ノ片 割レデ アル トイ 

力 ラフト 

フ コトガ 判明 シタ。 モ ウーツ ノ片割 レハ今 樺太ノ 炭坑 

二 ヰルハ ズダ。 

噓 ノ世ノ 中二 ハ アキ アキ シタ。 俺 ハイ ヷンノ 如ク永 



遠ノ謎 ヲ抱キ ナガ ラ死 ヌ。 誰モ俺 ガ死ン デモ 泣 クマイ。 

ム ク リヨ ウジ ョク 

俺ハ 無垢 ノ女ヲ 凌 辱 ショウ トシ タノ ダ" ：」 

め まひ 

圭介は 近頃 興奮す る とくら くら と 眩暈が し、 頭の 中 

が じ ー んと 鳴る ので、 なるべく 物事に 臨んで 冷静に 構 

まラさ I つ 

へる 必要が あった。 だから、 こんな 莫迦げ た 妄想 を 起 

す 奴 を 相手に 興奮して はつ まらぬ と、 煙草 を 吸 ひかけ 

マッチ 

たが、 手が ふるへ た。 寿 枝 はおろ おろして 燐寸 をつ け 

た。 その 瞬間、 二人 ははつ と 顔 を そむけた。 寿 枝の 

みけん しわ 

眉間に は 深い 皺が 出来、 母性 を 疑 はれた 不快 さがぐ つ 

と 来たの だった。 そして 何とい ふこと なしに 修ー のこ 

とが 頼もしく 想 ひ 出された が、 しかし 修ー は どこ をう 



取られて、 圭 介のう しろに 突っ立って ゐ ると、 

「何 をして ゐ るの かご 

うしろ 向きの 姿勢で 呶 鳴られた。 寿 枝 はそんな 圭介 

の 素振り を 見て、 何 か 心に 覚悟 を 決めたら しく 一 分の 

隙 もない きっとした 顔 を 〔# 「顔 を」 は 底本で は 「頭 を 匕 

見せて ゐた。 

圭介 はやが てみ るみる 狂気 じみて、 蘆屋の 病院で 死 

んだ。 危篤の 知らせで 龃 けつけ たの は修ー ひと リ、 無 

論 本妻の 計ら ひであった。 死に目に 会 ふこと も 許され 

ない 寿 枝と 櫓 雄 は香攄 園の 家で ソハ ソハ しながら、 不 

安な 気持の まま 何 か 殺気立って ゐた。 何時間 かたち、 



あなた は 精神の どこかに 欠陥が あるので すご 

むすめ ご 

とい ふ 恨みの 籠った 手紙だった。 ひと 様の 娘 御 を 何 

とい ふこと だと、 その 時修 一に 見た 冷酷 さが 今 はわが 

身に 振り 掛 るかと、 寿 枝 は 思った。 

香攄 園の 家 は 経費が 掛 るので、 やがて 寿 枝 は 大阪市 

内の 小宫 町に こぢんまりした 借家 を 探して 移る ことに 

なった が、 果して 修 一は 阪大 医学部の 卒業試験の 勉強 

で 忙しい と 口実 を 設けて、 一 人で 夙 川 の 下宿へ 移った _ 

寿 枝 は なぜか それ を 停める ことが 出来なかった。 櫓 雄 

は、 兄貴に は香攄 園の 界隈 を 離れが たいわけ が あるの 

だと 見抜いて ゐた。 修 一 が 現在 交際して ゐる北 井伊 都 



病院 を やめる とたち まち 暮 しに 困った ので、 やはり 

学校 の 紹介 で豊 中の 町医者へ 代診に 雇 は れた。 夜 六 時 

から 九 時まで 三時 間の 勤務で 月給 六十 円 だから、 待遇 

は 悪く はなかった が、 その代り 内科、 小児科、 皮膚科、 

産婦人科の 四つ も 持た され、 経験の ない 櫓 雄で は 誤診 

のない のが 不思議な くら ゐ だった。 紹介す る 方 も無責 

任 だが、 雇 ふ 方 も 無茶 だと 思った。 しかし、 それより 

もした りげ な 顔 をして 患者に 向って 居る 自分に は 愛想 

がっきた。 院長 は 金の 取れる 注射 一点張りで、 櫓 雄に 

.S ま 

も それ を 命じ、 注射 だけで 病気が 癒る と考 へて ゐ るら 



ある 夜、 櫓 雄が 豊 中からの 帰り 途、 阪 急の 梅 田の 改 

札 口を出よう とすると、 老眼鏡 を 掛けて しょんぼり 

佇んで ゐる寿 枝の 姿 を 見つけた。 待ち伏せ されて ゐ 

るの だと、 すぐ 判って、 櫓 雄 はいきな り龃 けだして 近 

くの 喫茶店 へ 飛び込み、 茶碗 へ 顔 を 突 つ 込む やう に し 

nl ヒ I すす 

て 珈啡を 啜りながら、 俺 は 母 を 憎んで ゐ るので はない 

と 自分に 言 ひき かせた。 ちらっと 見た だけだった が、 

母の 頭 は 随分 白くな つて ゐた。 もう 白粉 も 塗って ゐな 

かった。 寿 枝 は 櫓 雄のう しろ 姿 を 見て、 靴の 力 カトの 

減り 方まで 眼に 残り、 預 つて ゐる 千円 を 送って やらう 

と 思った が、 いや、 あの 金 は あの 子が まともな 結婚 を 



底本 ： 「現代 文学 大系 M 武田 麟太郎 • 島 木 健 作 • 織 

田作 之 助 集」 筑摩 書房 

1967 (昭和^) 年 3 月 初版 第 ー 刷 発行 

※ 「日本文学 全集お」 新潮 社、 1967 (昭和^) 年 

9 月の 確認 結果に もとづいて、 疑問の 箇所 を あらため、 

その 旨 を 注記し ました。 

入力 ： 山 根 鋭 一 一 

校正 "Tom ok o. I 

1999 年^ 月^日 公開 

2 006 年 5 月^日 修ノ正 

青空 文庫 作成 ファイル " 



この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



